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５
月
３
日
、
北
山
川
観
光
筏
下
り
の

開
航
式
が
、
多
く
の
ご
来
賓
や
関
係

者
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
で
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
安
全
運
航
と
多
く
の
お

客
様
の
ご
来
村
を
祈
願
し
、
新
た
な

シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。 

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
過
去
最
高
と
な

る
一
万
六
百
八
十
七
人
の
お
客
様

に
ご
乗
船
い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客

様
に
筏
師
の
卓
越
し
た
技
術
と
北

山
川
の
大
自
然
を
存
分
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
大
変
多
く
の
ご
予
約

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
時
点
で
9
月

ま
で
の
予
約
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
推
移
す
れ

ば
、
昨
シ
ー
ズ
ン
と
同
程
度
の
お
客
様

に
ご
乗
船
い
た
だ
け
る
見
込
み
で
す
。 

　
北
山
村
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ

る
北
山
川
観
光
筏
下
り
を
、
安
全
第
一

で
運
航
す
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
皆
様

の
心
に
残
る
体
験
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

北山村の筏文化が

　　　　　国際舞台へ

　 北山川観光筏下りをはじめとする本村の筏

文化が、世界の木材筏文化を継承する国際団

体「International Association of Timber 

Rafting（IATR）（国際筏協会）」に、特別会員

として加盟しました。

 　加盟は、2026年5月16日にラトビア共和国

ストレンチ市で開催されたIATR総会において

正式決定されたもので、日本からの加盟は初で

あり、アジア地域としても初めての加盟となりま

す。

　 IATRは、ヨーロッパを中心に各国の木材筏文

化の保存・継承を目的として活動する国際組織

で、オーストリア、ドイツ、ポーランド、ラトビア、ス

ペインなど12か国の団体・研究者らが加盟して

おり、伝統技術の継承、若手育成、文化交流、国

際会議などを通じて、失われつつある河川文化

・木材輸送文化の保護に取り組んでいます。

　 今回の加盟は、日本に残る北山村の筏文化

が、世界の伝統筏文化ネットワークの一員として

認められたことを意味します。

　　北山村のように観光筏下りとして実際に運航

している例は極めて珍しい一方で、木材を川で

運ぶという世界共通の歴史文化が、北山村と世

界を結ぶ大きな架け橋となっています。
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国際筏協会の旗を持つ筏師達
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光
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光
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奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
事
業
の
要
望

　
奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
事
業
促
進
協
議
会
（
会
長　

泉
村
長
）
は
、
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
、

和
歌
山
県
、
三
重
県
、
近
畿
地
方
整
備
局
、

国
土
交
通
省
、
関
係
国
会
議
員
等
に
対
し
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
近
畿
地
方
整
備

局
の
斎
藤
局
長
か
ら
は
、「
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
の
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

6/16/1

5/255/25

6/176/17

七
色
大
橋
建
設
の
要
望

　

七
色
大
橋
架
橋
建
設
促
進
協
議
会

（
会
長 
泉
村
長
）
は
、
熊
野
市
、
下
北

山
村
と
と
も
に
、
七
色
大
橋
建
設
の
事

業
化
に
向
け
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
、

奈
良
県
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
三
県
の
知
事
、
副
知
事
か
ら

は
、「
住
民
生
活
、
観
光
振
興
、
救
急
・

災
害
対
応
等
に
必
要
な
道
路
で
あ
る
。」

と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

　
青
少
年
育
成
巡
回
活
動
隊
が
北
山
村
役
場

を
訪
れ
、
令
和
８
年
度
「
和
歌
山
県
こ
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
施
策
」
に
係
る
和
歌
山
県
知

事
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
村
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
地
域
全
体
で
こ
ど
も
や

若
者
を
支
え
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
重
要
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
村
で
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か
に
成
長
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

村
長
か
ら
田
岡
正
光
さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
隊

に
関
す
る
情
報
提
供
や
募
集
広
報
へ
の
協
力
、

自
衛
官
と
い
う
職
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動

な
ど
を
担
う
地
域
の
身
近
な
相
談
役
で
す
。
自

衛
官
を
志
す
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に

応
じ
る
な
ど
、
自
衛
隊
と
地
域
を
つ
な
ぐ
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

5/185/18

6/166/16

5/145/14

車
い
す
贈
呈

　
一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県
産
業
資
源
循

環
協
会
か
ら
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
車
い
す
１
台
が
北
山
村
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
協
会
は
、
廃
棄
物
の
適
正
処

理
や
生
活
・
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
の
災
害
廃

棄
物
処
理
に
関
す
る
協
定
の
締
結
や
、
防

災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は

村
民
会
館
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
研
修
会

　　

北
山
村
商
工
会
主
催
に
よ
る
新
入
社
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
村
内
事
業
所
な
ど
か
ら
５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
社
会
人

と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
身
に
付
け
、
円
滑
な
業
務
遂
行
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
講
師

に
は
株
式
会
社
紀
の
州
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

濱
田
智
司
氏
を
迎
え
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
や
挨
拶
・
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
や
名
刺
交

換
な
ど
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま

し
た
。
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ボ
ッ
チ
ャ
大
会

村
民
会
館
に
て
「
公
民
館
長
杯
ボ
ッ
チ
ャ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ

は
、
自
分
の
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
を
目
標
球
に

ど
れ
だ
け
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
小
学1

年
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
計

30
人
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み

ま
し
た
。
世
代
を
越
え
て
笑
顔
と
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
、
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。（
公
民
館
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。）

5/315/31

4/264/26

5/275/27

糸
掛
け
曼
荼
羅
づ
く
り

　

村
民
会
館
に
て
「
糸
掛
け
曼
荼
羅
づ

く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
５
年

生
か
ら
大
人
ま
で
計
10
人
が
参
加
し
、

制
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。
糸
掛
け
曼
荼

羅
は
、
板
に
打
っ
た
釘
に
糸
を
掛
け
て

幾
何
学
模
様
を
描
く
ア
ー
ト
で
す
。
作

品
作
り
を
通
し
て
、
集
中
す
る
楽
し
さ

を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
創
発
連
携
協
定

　

新
宮
市
観
光
協
会
・
一
般
社
団
法
人
那
智

勝
浦
観
光
機
構
・
太
地
町
観
光
協
会
・
北
山

村
観
光
協
会
の
４
者
が
、
広
域
観
光
推
進
を

目
的
と
し
た
「
観
光
創
発
連
携
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
内
・
国
外
で
協

同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
り
、
各

地
域
が
持
つ
観
光
資
源
や
強
み
を
相
互
に
補

完
し
合
う
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

寄
付
(
㈱
じ
ゃ
ば
ら
い
ず
北
山
)

　
「
㈱
じ
ゃ
ば
ら
い
ず
北
山
」
か
ら
、
木
琴

や
冷
蔵
庫
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
学
校
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
避
難
所
で
活
用
す
る
物

品
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
目
録
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
物
品
は
、

教
育
・
福
祉
の
向
上
や
防
災
用
品
の
充
実
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
温
か
い
ご
厚
意
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
・
安
心
と
住

民
福
祉
の
充
実
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト

今
後
の
イ
ベ
ン
ト

北
山
村
の
夏
祭
り

敬
老
会

村
民
運
動
会

日
時

場
所

主
な
催
し

８
月
11
日
（
火
）
午
後
６
時
～

お
く
と
ろ
公
園

柱
松
（
19
時
～
）

盆
踊
り
（
19
時
50
分
～
）

抽
選
会
（
20
時
30
分
～
）

日
時

場
所

主
な
催
し

９
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
～

北
山
村
村
民
会
館

敬
老
祝
い
金
授
与

模
範
高
齢
者
表
彰

保
育
園
児
に
よ
る
出
し
物

小
中
学
生
に
よ
る
歌　
等

日
時

場
所

主
な
催
し

10
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
～

北
山
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

保
育
所
出
し
物

小
中
学
校
競
技

一
般
種
目

8/48/4
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　今回は、多くの方が治療を受けている

「高血圧」についてお話しします。

　健康診断や家庭で血圧を測ると、「今日

は 160 もある」「今日は 120 だから安心」

と、その日の数字が気になる方は多いと思

います。しかし、高血圧の治療は、血圧

の数字を良くすること自体が目的では

ありません。本当の目的は、脳卒中や心

筋梗塞、心不全、腎臓病などの重大な

病気を予防し、健康で長く自分らしい

生活を送ることです。

高血圧は何のために

　治療するのでしょう？
　高血圧は「サイレントキラー（静かな病気）」

とも呼ばれます。その理由は、多くの場合、

自覚症状がほとんどないからです。「血圧が

高いから頭が痛い」「体がしんどいから血圧

が高い」と思われることがありますが、実際

には痛みや発熱、ストレス、不安などで体が

緊張すると、一時的に血圧が高くなることは

珍しくありません。

　若い頃は血管に弾力があるため、多少の体

調変化では血圧は大きく変動しません。しか

し、年齢とともに血管が硬くなると、体調や

気温、ストレスなどの影響を受けやすくな

り、血圧も変動しやすくなります。そのため、

診察室で一度高かったから悪い、一度低

かったから安心ということではなく、長

い目で見て血圧を安定させることが大

切です。

　正常血圧は、「以前は 140mmHg 未満

と言われていたのに、今は 130mmHg

未満と言われるようになった」と疑問に

思われる方もいらっしゃるかもしれませ

ん。近年の高血圧治療ガイドラインでは、

これまでより厳格な血圧管理が推奨され

るようになりました。これは、基準が厳

しくなったというだけではなく、それだ

け血圧をしっかり管理することの効果

が、多くの研究で明らかになったためで

す。

　実際に、収縮期血圧（上の血圧）を約

10mmHg 下げることで、脳卒中や心筋

梗塞などの心臓・血管の病気になる危険

性を約 20％減らせることが報告されて

います。つまり、高血圧の治療は、毎日

の血圧の数字をきれいにするためではな

く、将来の大きな病気を防ぎ、元気

に長生きするための治療なのです。

 　一方で、体調が悪い時に血圧が高かっ

たからといって、自己判断で降圧薬を追加

して飲むことはおすすめできません。一時

的な血圧上昇は体の反応であることも多

く、薬が効き過ぎると、めまいやふらつき、

転倒につながることがあります。薬の飲み

方を変えたい場合は、必ず医師や薬剤師に

相談してください。

　高血圧は、自覚症状がないからこそ、毎

日の積み重ねが大切な病気です。家庭で血

圧を測り、適切な治療を続けることで、将

来の脳卒中や心筋梗塞を予防することが

できます。

自覚症状がない！？

　「まだ症状がないから大丈夫」と思わ

ず、これからも元気な生活を続けるため

に、ご自身の血圧と上手に付き合ってい

きましょう。気になることがあれば、お

気軽に北山村診療所までご相談くださ

い。

いつでも相談ください

野田医師



11   kitayama kitayama        10

北
山
村
の子
ど
も
た
ち

交
通
安
全
教
室

ク
リ
ー
ン
作
戦

救
命
講
習

T リーグから卓球台寄付

遠足

修
学
旅
行
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紀
南
く
ろ
し
お
乗
放
題
券
購
入
費
補
助
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先  

串
本
町
役
場
企
画
課

☎
０
７
３
５
-
６
２
-
０
５
５
６

補
助
金
額

販
売
期
間

内　　　

容

販
売
価
格

　　
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会
新
宮
白
浜
区
間
部
会

で
は
、
特
急
「
く
ろ
し
お
」
を
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
JR
が
新
た
に
発
売
す
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
特
急
券
「
紀
南
く
ろ
し
お
乗
り
放
題
特
急
券
」
の

購
入
費
に
対
し
、
５
,
０
０
０
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

実
質
１
２
,
０
０
０
円
で
乗
り
放
題

１
か
月
間
、新
宮
～
白
浜
間
の
特
急
「
く
ろ
し
お
」

が
何
度
で
も
利
用
可
能

１
７
,
０
０
０
円　

※
補
助
適
用
で
実
質
１
２
,
０
０
０
円

５
,
０
０
０
円

令
和
９
年
１
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
利
用
月
の
１
日
を
利
用
開
始
日
と
し
、
利
用
開
始
日
の
14

日
前
か
ら
前
日
ま
で
、
主
要
駅
（
新
宮
・
紀
伊
勝
浦
・
串
本
・

白
浜
）
の
「
み
ど
り
の
券
売
機
」
で
購
入
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

住
民
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
健
診

場　
　
　

所

自
己
負
担
・
申
込
方
法

日　　　

時

対
象
者

令
和
８
年
９
月
18
・
19
日
(
金
・
土
)

8
時
～
９
時
30
分

・
特
定
健
診
(
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
)

・
後
期
高
齢
者
健
診
(
75
歳
以
上
の
後
期
医
療
加
入
者
)

・
が
ん
検
診
(
胃
・
肺
・
大
腸
40
歳
以
上
・
前
立
腺
50
歳
以
上
)

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
(
40
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
)

北
山
村
村
民
会
館

日　　　

時

対
象
者

令
和
８
年
10
月
21
日
(
水
)
13
時
～
15
時  

乳
が
ん
40
歳
以
上
・
子
宮
が
ん
20
歳
以
上

無
料　
住
民
福
祉
課
に
電
話
申
し
込
み

ど
ち
ら
の
健
診
も
共
通  

事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
承
継
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

国
が
設
置
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。
事
業
の
円
滑

な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
承
継

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」「
子
供
や
従
業
員
に
事
業
を
継

が
せ
た
い
」「
会
社
や
お
店
を
譲
り
た
い
」「
何
か
ら
準

備
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
等
々
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
早
め
の
ご
相
談
で
不
安
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！
新
宮
公
証
役
場
公
証

人
の
三
橋
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
広
報
き
た
や
ま
」
に
記
事
を
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利
を
守
り
、
先

代
か
ら
引
き
継
い
だ
、
ま
た
、
自
身
で
築
い
て
き

た
財
産
を
、
次
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
、
地
域

の
皆
様
に
、
後
見
や
相
続
・
遺
言
な
ど
に
関
す
る

情
報
を
、
読
み
や
す
い
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

◎
公
証
人
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
人
で
す
か
？

　

は
じ
め
に
、「
公
証
人
」
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

公
証
人
と
は
、
法
務
大
臣
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
所
属

す
る
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
指
定
を
受
け
た
公

務
員
で
、
公
証
役
場
に
お
い
て
「
公
証
事
務
」
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
公
証
事
務
は
「
公
正
証
書
」
の
作
成
で
、
公

正
証
書
と
は
、
遺
言
な
ど
当
事
者
の
意
思
に
基
づ

い
て
作
成
す
る
文
書
や
、
金
銭
の
支
払
い
が
な
い

場
合
に
裁
判
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
直
ち
に
強

制
執
行
の
で
き
る
文
書
な
ど
の
こ
と
で
す
。
そ
の

中
で
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
遺
言
の
公
正
証
書
を
例

に
、
簡
単
に
そ
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
人
が
亡
く
な
っ
た
後
で
、
残
さ
れ
た
ご
家
族

は
、
そ
の
財
産
の
相
続
の
た
め
に
、
ど
ん
な
手
続

き
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

　

遺
言
が
な
け
れ
ば
、
相
続
人
間
で
、
遺
産
の
話

し
合
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
相
続
人
は
、
本
人
の
財
産
を
把
握
し
、
他
に

相
続
人
が
い
な
い
か
本
人
の
過
去
に
遡
っ
た
戸
籍

謄
本
を
取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上

で
、
財
産
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
を
し
、
分
割
協

議
書
を
作
成
し
て
、
相
続
人
全
員
の
署
名
・
押
印
、

印
鑑
証
明
書
の
添
付
な
ど
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

手
間
が
掛
か
り
、
と
て
も
面
倒
で
す
。
こ
れ
ら
作

業
は
、
遺
言
が
な
け
れ
ば
、
相
続
財
産
の
多
少
に

関
係
な
く
必
要
で
す
。

　

も
し
、
遺
言
の
公
正
証
書
が
あ
れ
ば
、
遺
言
者

の
死
亡
事
実
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
と
相
続
の

手
続
き
を
す
る
遺
言
執
行
者
の
本
人
確
認
資
料
の

み
で
、
比
較
的
簡
単
に
、
短
時
間
で
、
本
人
口
座

か
ら
の
解
約
や
払
出
し
、
相
続
登
記
の
手
続
き
な

ど
、
相
続
手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
証
役
場
だ
よ
り　

第
１
話

新
宮
公
証
役
場　
公
証
人　

　
三
橋　
豊

☎　
０
７
３
５
-
２
１
-
２
３
４
４

　　　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　　　　
（
無
料
）

４
月
１
日
か
ら
、「
北
山
村
村
税
等
の
滞
納
に
対
す
る

制
限
措
置
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
村
税
等
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
者

(
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
)
が
、
定
め
ら
れ

た
納
期
限
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な
い
場
合
に
、
村
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
制
限
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
村
税
等

個
人
村
民
税
、
法
人
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
村
営
住
宅
使
用
料
、

駐
車
場
使
用
料
、
水
道
使
用
料
な
ど

提
供
を
制
限
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
例

子
育
て
応
援
祝
金
(
出
産
祝
金
、
入
園
入
学
祝
金

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
)、
敬
老
祝
金
、

火
葬
場
使
用
料
助
成
金
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
、
交
通
空
白
地
有
償
運
送
利
用
料
助
成
金
、

高
等
学
校
通
学
費
助
成
金
、
中
学
生
海
外
語
学
研

修
補
助
金
な
ど

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
期
内
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

村
税
や
保
険
料
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
発

生
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
村
税
や
保
険

料
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

和
歌
山
県
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
三
十
三
銀
行
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　　消防団は、消防組織法に基づき各市町村に設置されている公的な消防機関です。　

　普段は別の仕事や学業に就いている地域住民が、「非常勤の地方公務員」として、火災

時の消火活動や地震・風水害などの大規模災害時の救助・避難誘導を行い、地域の安全を

守っています。

消防団だより消防団だより NO.7NO.7

女性消防団より

ひとこと！

　　避難したら「役場の職員が待機してくれるから悪いわ」という声を聞きましたが、

現在、避難所が開設されれば、避難者がいなくても、職員は待機する事に

なっています。

　特に夜間や早朝、風雨がひどくなってからの避難は非常に危険ですので

避難が困難になる前にためらわず早めの避難を心がけましょう！

　令和８年４月より女性消防団に２名が入団しましたので、 ご紹介させていただきます。

七色地区　　岡田　香代　さん

七色地区　　池田　愛莉　さん

女性消防団員　合計１６名

新メンバーを迎え、気を引き締め頑張ります。新メンバーを迎え、気を引き締め頑張ります。

　令和８年３月１５日に消防団の訓練があり、背負い

式水のう（ファイヤーハンター）や無線の訓練等を行

いました。右の写真が訓練時の様子です。

　５月２日に奈良県で発生した M5.7 の地震では、奈良・

和歌山・三重の各地で最大震度 4 が、北山村では震度

3 が観測されました。大きな地震のように感じ、南海

トラフ？と思った方も多かったのでは・・・。その日

の夜は枕元に履物と非常持出袋をおいて眠りました。

　６月下旬には台風 7 号・8 号が連続して襲来しまし

たね。大きな被害がなくて良かったです。台風はある

程度の予測ができるので、明るい時間帯に避難所を開

設して、早めの避難が呼びかけれられています。 女子消防団頑張っております

15   　kitayama kitayama        14
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人

（
-1

）

　 世
帯

数
　2

2
9

戸
（

-3
）   女

性
　1

9
0

人
（

-4
）

　 高
齢

化
率

　4
1

.7
%

　　※
（

　）
内

は
前

号
比

　  

広報担当の枠

　　１年ぶりに広報担当へ戻ってきました。また、この広報担当を任されたこ

とに身の引き締まる思いです。これまでの８年間の経験を大切にしながらも、

初心に返り、心機一転、新たな気持ちで広報誌づくりに取り組んでまいりま

す。村の魅力や身近な情報を分かりやすく、親しみを持って読んでいただけ

る広報誌を目指して頑張ります。

　余談ですが、最近ジムに通い始めました。早朝から筋トレに行くので少し

つらい日もありますが、健康維持のために何とか現在半年間続けています

（笑）。広報きたやまも筋トレと同じく、コツコツ積み重ねながら作っていき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 広報担当 ： 橋爪　大希）　

た だ い ま

世界で学び、ふるさとで活躍世界で学び、ふるさとで活躍

　　北山村では、保育所から中学校までの ALT（外国語指導助手）による英

語教育に加え、中学生を対象とした海外語学研修を実施し、国際感覚や実

践的な英語力を育む取組を進めています。 

　高校１年生の中村心優さんは、海外語学研修で体験した現地での生活や

交流を通じて、英語で伝える楽しさや異文化への理解を深めました。 

　中村さんは、これまでに培った語学力と経験を活かして、現在、北山村

観光センターでアルバイトとして海外から訪れる観光客の筏下りの受付や

観光案内などを担当し、さまざまな国

や地域から訪れる外国人観光客との

コミュニケーションに積極的に取り

組んでくれています。

　村は、これからも子どもたちが世界

に目を向け、将来、地域や国内外で活

躍できる人材へと成長できるよう、英

語教育や海外語学研修を通じた学び

の機会を大切にしていきます。


